
一
．
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ

と
い
う
仕
組
み

　

東
日
本
大
震
災
は
、
二
〇
一
一
年
三

月
一
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
と
そ
れ
に
と
も
な
う
大
津

波
、
そ
し
て
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
が
重
な
っ
て
、
未

曾
有
の
複
合
的
な
災
害
と
な
っ
た
。
国

内
で
広
域
か
つ
長
期
に
わ
た
る
災
害
と

な
り
、
電
力
、
交
通
、
通
信
等
の
イ
ン

フ
ラ
に
打
撃
を
与
え
、
世
界
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
等
に
も
波
及
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
本
部
が
、

二
〇
一
一
年
七
月
二
九
日
に
決
定
し
、

八
月
一
一
日
に
改
定
し
た
「
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
の
基
本
方
針
」
に
お

い
て
、
東
日
本
大
震
災
の
地
震
・
津
波

災
害
、
原
子
力
災
害
の
記
録
・
教
訓
、

国
内
外
で
過
去
に
発
生
し
た
地
震
・
津

波
の
教
訓
（
以
下
「
震
災
の
記
録
等
」

と
い
う
。）
の
収
集
・
保
存
・
公
開
体

制
の
整
備
を
図
り
、国
内
外
を
問
わ
ず
、

誰
も
が
ア
ク
セ
ス
可
能
な
一
元
的
に
活

用
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が

掲
げ
ら
れ
た
。

　

当
館
は
、
こ
の
仕
組
み
を
「
東
日
本

大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
」
と
呼
び
、
そ
の

構
築
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
た
。

　

当
館
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
基
本
理
念

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

◦�

東
日
本
大
震
災
の
記
録
等
の
国
全
体

と
し
て
の
収
集
・
保
存
・
提
供
に
取

り
組
む
。

◦�

関
係
す
る
官
民
の
機
関
に
よ
る
分

担
、
連
携
、
協
力
を
目
指
す
（
分
散

収
集
・
分
散
保
存
）。

◦�

東
日
本
大
震
災
の
記
録
等
を
国
内
外

へ
発
信
す
る
と
と
も
に
、
後
世
へ
永

続
的
に
伝
え
て
い
く
。

　

こ
う
し
て
国
全
体
と
し
て
蓄
積
し
た

記
録
等
が
、
被
災
地
の
復
興
事
業
や
、

今
後
の
防
災
、
減
災
対
策
等
へ
活
用
さ

れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

二
．
震
災
の
記
録
等
の
収
集

　

東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
震
災
の
記
録
等
の
収

集
お
よ
び
活
用
に
お
け
る
役
割
分
担
が

重
要
で
あ
る
。

　

当
館
の
取
組
み
と
し
て
は
、
当
館
に

よ
る
記
録
等
の
収
集
、
他
機
関
に
よ
る

記
録
等
の
保
存
の
推
進
・
支
援
、
他
機

関
が
保
存
す
る
記
録
等
に
つ
い
て
の
メ

タ
デ
ー
タ
収
集
ま
た
は
機
械
的
連
携
、

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
の
関
連
機
関

へ
の
働
き
掛
け
を
行
う
。

　

収
集
に
当
た
り
、
震
災
の
記
録
等
は

形
式
も
主
題
も
多
岐
に
わ
た
る
。

　

形
式
的
に
は
、
紙
媒
体
を
含
め
、
特

に
、
画
像
、
動
画
、
音
声
等
の
多
様
な

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
収
集
対
象
と

す
る
。
特
に
、
安
価
に
な
っ
た
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
等
に
よ
り
撮
影
さ
れ
た
写

真
、
映
像
な
ど
、
単
体
の
素
材
的
な
も

の
も
対
象
と
考
え
て
い
る
。

　

次
に
、
主
題
の
観
点
か
ら
、
収
集
対

象
と
考
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
大
き
く

分
類
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま

ず
、
東
日
本
大
震
災
に
関
し
て
、
そ
の

事
象
及
び
被
害
の
実
態
に
関
す
る
記

録
、
被
災
以
前
の
地
域
の
記
録
並
び
に

被
災
後
の
復
旧
及
び
復
興
に
関
す
る
記

録
に
加
え
、
原
子
力
災
害
の
記
録
も
含

む
。
そ
れ
か
ら
、
過
去
に
発
生
し
た
地

震
・
津
波
・
原
発
災
害
等
の
記
録
も
対

象
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
東
日
本
大
震

災
以
降
の
国
内
外
の
政
治
、
経
済
、
社

会
等
の
動
向
に
関
す
る
記
録
も
重
要
で

あ
る
。

三
．
制
度
的
収
集
に
よ
る

コ
ン
テ
ン
ツ
の
例

（
一
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料

　

当
館
が
、
制
度
的
に
収
集
し
て
い
る

東日本大震災アーカイブのホームページ（http://kn.ndl.go.jp）

特 集
災害と図書館

河
合
美
穂

国
立
国
会
図
書
館
に
お
け
る

東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
の
取
組
み
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資
料
・
情
報
に
、
例
え
ば
公
的
機
関
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
報
告
書
等
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料
が
あ
り
、
そ
の
な
か

に
東
日
本
大
震
災
に
関
連
す
る
も
の
が

含
ま
れ
る
。

　

当
館
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

情
報
を
保
存
し
、
後
世
へ
伝
え
る
た
め

に
、
二
〇
〇
二
年
度
か
ら
日
本
国
内
の

公
的
機
関
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
収
集
し

て
い
る
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
著
作
権
法

で
保
護
さ
れ
る
著
作
物
で
あ
る
が
、
国

立
国
会
図
書
館
法
に
基
づ
く
収
集
の
場

合
は
、
著
作
権
者
の
許
諾
を
得
る
こ
と

な
く
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
は
日
々
更
新
さ
れ
て
い
く
た

め
、
国
の
機
関
は
月
に
一
回
、
そ
の
他

の
公
的
機
関
は
三
カ
月
に
一
回
、
収
集

を
行
っ
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
発
生
後
は
、
被
災
地

自
治
体
や
国
の
関
係
機
関
等
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
つ
い
て
、
収
集
頻
度
を
増
や

し
て
収
集
を
行
っ
た
。
二
〇
一
一
年
三

月
一
四
日
か
ら
三
一
日
に
か
け
て
、
被

災
地
自
治
体
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
可
能

な
限
り
毎
日
収
集
し
、
国
の
関
係
機
関

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
週
に
一
回
収
集
し

た
。
二
〇
一
一
年
四
月
以
降
は
、
そ
れ

ら
以
外
に
も
範
囲
を
拡
大
し
、
週
に
一

回
の
収
集
を
行
っ
た
。
時
間
の
経
過
と

と
も
に
震
災
に
関
す
る
情
報
の
更
新
が

減
っ
て
き
た
た
め
、
そ
の
後
は
、
二
週

間
に
一
回
程
度
の
収
集
を
行
っ
て
い

る
。

　

公
的
機
関
以
外
の
東
日
本
大
震
災
に

関
係
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
つ
い
て

は
、
発
信
者
か
ら
許
諾
を
得
て
選
択
的

な
収
集
を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
東

京
電
力
の
サ
イ
ト
等
を
収
集
し
た
。

　

収
集
し
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
う
ち
、

さ
ら
に
公
衆
送
信
に
関
す
る
発
信
者
の

許
諾
が
得
ら
れ
た
も
の
は
、
当
館
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
上
で
閲
覧
で
き
る
。

　

例
え
ば
、
宮
城
県
石
巻
市
の
二
〇
一

一
年
三
月
二
四
日
当
時
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
津
波
が
橋
を
飲
み
こ
ん
で
押

し
寄
せ
る
画
像
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
破
壊
力
を
痛
感
す
る
。

（
二
）�

国
立
国
会
図
書
館

デ
ジ
タ
ル
化
資
料

　

当
館
の
所
蔵
資
料
の
多
く
は
、
納
本

制
度
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
て
い
る
。
納

本
制
度
は
、
図
書
や
雑
誌
と
い
っ
た
出

版
物
を
そ
の
国
の
責
任
あ
る
公
的
機
関

に
納
入
す
る
こ
と
を
発
行
者
等
に
義
務

づ
け
る
制
度
で
あ
る
。
納
本
さ
れ
た
資

料
の
な
か
に
は
、
東
日
本
大
震
災
の
地

震
・
津
波
災
害
、
原
子
力
災
害
に
つ
い

て
の
資
料
の
み
な
ら
ず
、
国
内
外
で
過

去
に
発
生
し
た
災
害
に
つ
い
て
の
資
料

が
含
ま
れ
る
。

　

当
館
は
、
二
〇
〇
〇
年
度
以
来
、
資

料
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
特
に
、
二
〇
〇
九
年
度
か
ら
二
〇

一
一
年
度
に
か
け
て
大
規
模
に
行
っ

た
。
例
え
ば
、
図
書
に
つ
い
て
は
、
当

館
設
立
か
ら
一
九
六
八
年
ま
で
に
受
け

入
れ
た
明
治
以
降
刊
行
の
和
図
書
が
デ

ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
戦

前
期
刊
行
図
書
を
中
心
に
、
著
作
権
保

護
期
間
が
満
了
し
た
も
の
や
著
作
権
許

諾
処
理
が
完
了
し
た
も
の
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
閲
覧
で
き
、
著
作
権

許
諾
処
理
が
完
了
し
て
い
な
い
も
の

は
、
従
来
の
紙
の
本
を
図
書
館
に
来
館

し
て
閲
覧
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
当

館
の
施
設
内
で
利
用
者
用
に
設
置
さ
れ

た
端
末
か
ら
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

例
え
ば
、
震
災
直
後
の
避
難
所
で
貼

り
出
さ
れ
た
石
巻
日
日
新
聞
の
号
外
の

六
枚
の
壁
新
聞
は
、
本
体
は
ア
メ
リ
カ

の
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
た
が
、
新
聞
社

の
ご
厚
意
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
画
像
を
当

館
で
収
集
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開

し
て
い
る
。

四
．
連
携
協
力

　

東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
の
取
組

み
は
、
図
書
館
以
外
の
幅
広
い
カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
と
の
双
方
向
的
な
つ
な
が

り
を
志
向
し
て
い
る
。
特
に
、
デ
ジ
タ

ル
情
報
資
源
を
取
り
扱
う
ア
ー
カ
イ
ブ

の
取
組
み
で
は
、
館
種
や
業
界
の
垣
根

を
越
え
て
、
美
術
館
・
博
物
館
、
文
書

館
、
大
学
、
企
業
等
と
デ
ー
タ
の
相
互

運
用
の
必
要
性
が
高
ま
っ
た
。
こ
こ
で

は
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
時
点
で
の
コ

ン
テ
ン
ツ
収
集
や
統
合
検
索
の
た
め
の

メ
タ
デ
ー
タ
連
携
、
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス

テ
ム
構
築
等
で
の
協
力
状
況
に
つ
い
て

紹
介
す
る
。

　

国
会
東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所

事
故
調
査
委
員
会
の
調
査
資
料
に
つ
い

て
は
、
当
館
が
引
き
継
ぎ
保
管
す
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
一
〇
月
末
で
閉
鎖

さ
れ
た
が
、
当
館
の
ウ
ェ
ブ
ア
ー
カ
イ

ブ
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
さ
れ
る
と

と
も
に
、
動
画
は
東
日
本
大
震
災
ア
ー

カ
イ
ブ
で
収
集
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ

ム
は
、
総
務
省
情
報
流
通
行
政
局
情
報

流
通
振
興
課
と
分
担
し
て
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
開
発
し
て
い
る
。
総
務
省
で

は
、
情
報
流
通
振
興
の
観
点
か
ら
、
よ

り
利
便
性
の
高
い
検
索
・
閲
覧
機
能
の

開
発
を
行
っ
て
い
る
。こ
れ
に
対
し
て
、

当
館
側
で
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
や
メ
タ

デ
ー
タ
を
登
録
し
、
電
子
書
庫
に
お
い

て
長
く
保
存
す
る
機
能
を
開
発
し
て
い

る
。
サ
ー
バ
等
の
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て

は
、
当
館
で
全
部
運
用
し
て
い
く
。
ま

た
、
来
年
度
以
降
は
、
総
務
省
開
発
分

も
含
め
て
、
当
館
で
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
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ン
の
保
守
運
用
を
行
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
総
務
省
の
事
業
で
あ
る
「
東

日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
基
盤
構
築
事

業
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
・
運
用

に
関
す
る
実
証
調
査
」
で
は
、
被
災
地

に
お
い
て
震
災
に
関
す
る
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
を
構
築
し
、
そ
れ
ら
を
東

日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
に
お
い
て
統

合
検
索
を
行
う
た
め
、
メ
タ
デ
ー
タ
連

携
を
予
定
す
る
。

　

そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
東
北
大
学
災
害

科
学
国
際
研
究
所（
み
ち
の
く
震
録
伝
）

の
ほ
か
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ラ
イ
シ
ャ

ワ
ー
日
本
研
究
所
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
、
神
戸
大
学
附
属
図
書
館
震
災
文
庫

と
連
携
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

　

さ
ら
に
、
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
「
東
日

本
大
震
災
写
真
保
存
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
に
よ
る
検
索
等
に
つ
い
て

も
許
諾
を
得
た
。日
本
放
送
協
会
の「
Ｎ

Ｈ
Ｋ
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
ス　

証
言
ｗ
ｅ
ｂ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」
と
の
連

携
も
準
備
し
て
い
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
対
す
る
働
き

掛
け
の
例
で
は
、
東
日
本
大
震
災
支
援

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ

Ｏ
セ
ン
タ
ー
等
と
協
議
し
、
参
加
団
体

に
対
し
て
記
録
保
存
お
よ
び
東
日
本
大

震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
へ
の
協
力
を
呼
び
掛

け
た
。

五
．
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
は
、
二
〇

一
二
年
度
に
行
う
。
そ
の
際
、
当
館
が

従
前
開
発
し
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

十
分
に
活
用
し
て
、
短
期
間
で
構
築
す

る
。
特
に
、
シ
ス
テ
ム
の
基
盤
に
使
用

し
た
の
は
、
次
の
二
つ
で
あ
る
。

　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、

国
立
国
会
図
書
館
が
主
体
と
な
っ
て
収

集
し
た
デ
ジ
タ
ル
形
式
の
震
災
の
記
録

等
を
登
録
、
保
存
す
る
。
特
徴
は
、
多

数
の
サ
ー
バ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
分

散
フ
ァ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
電
子

書
庫
で
あ
る
。
メ
タ
デ
ー
タ
ス
キ
ー
マ

は
、
Ｄ
Ｃ
―
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
メ
タ
デ
ー
タ
ス

キ
ー
マ
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
、
東
日
本

大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
に
蓄
積

さ
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
に
特
徴
的
な
独
自

の
項
目
と
し
て
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
情
報
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
情

報
、
緯
度
経
度
情
報
や
動
画
、
音
声
に

関
す
る
項
目
等
を
追
加
し
た
。
永
続
的

識
別
子
は
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と
共
通
化
し
て
い
る
。

　

国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
の
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
も
と
に
し
た
検
索
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
で
は
、
テ
キ
ス
ト
全
文

検
索
、
翻
訳
機
能
（
英
語
・
中
国
語
・

韓
国
語
と
日
本
語
）を
準
備
し
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム

の
独
自
の
機
能
と
し
て
は
、
時
系
列
検

索
、
地
図
検
索
（
後
述
）
を
用
い
て
、

メ
タ
デ
ー
タ
に
時
空
間
情
報
を
有
し
て

い
る
場
合
に
は
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
に
検

索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド

検
索
、カ
テ
ゴ
リ
ー
検
索
（
資
料
種
別
、

提
供
元
、
場
所
、
日
付
等
か
ら
絞
り
こ

む
こ
と
が
可
能
）、
ラ
ン
キ
ン
グ
に
よ

る
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
候
補
、
コ
ン
テ
ン

ツ
の
紹
介
、
写
真
、
音
声
・
動
画
の
検

索
（
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で
、
そ
の
資
料
種

別
に
含
ま
れ
る
検
索
結
果
を
表
示
す

る
）、
地
図
検
索
（
場
所
に
関
す
る
メ

タ
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
地
図
上
に
検
索

結
果
を
表
示
す
る
）、時
系
列
検
索
（
時

間
に
関
す
る
メ
タ
デ
ー
タ
を
用
い
て
、

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
上
に
検
索
結
果
を
表
示

す
る
）、
お
知
ら
せ
等
が
あ
る
（
二
〇

一
二
年
一
二
月
時
点
の
想
定
）。

　

一
一
月
五
日
に
、
簡
易
検
索
・
詳
細

検
索
の
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
を
試
験
公
開

し
、
メ
タ
デ
ー
タ
の
一
部
を
検
索
で
き

る
よ
う
に
し
た
。
二
〇
一
三
年
一
月
一

〇
日
に
、
写
真
、
音
声
・
動
画
検
索
、

カ
テ
ゴ
リ
ー
検
索
等
を
追
加
し
て
公
開

し
、
そ
の
後
、
翻
訳
機
能
等
を
段
階
的

に
開
発
し
、
三
月
頃
に
正
式
公
開
す
る

予
定
で
あ
る
。

　

震
災
の
記
録
等
は
、
被
災
地
の
復
興

事
業
、
防
災
対
策
、
減
災
対
策
、
学
術

研
究
、
防
災
教
育
と
い
っ
た
分
野
で
活

用
が
見
込
ま
れ
る
。
東
日
本
大
震
災

ア
ー
カ
イ
ブ
は
、
地
震
や
津
波
等
お
よ

び
そ
れ
に
関
連
す
る
災
害
を
テ
ー
マ
と

す
る
主
題
検
索
に
有
効
な
ポ
ー
タ
ル

で
、
該
当
す
る
テ
ー
マ
の
情
報
を
一
定

の
抽
出
語
に
よ
っ
て
選
択
し
搭
載
し
て

あ
る
。
そ
の
た
め
、
通
常
の
キ
ー
ワ
ー

ド
検
索
で
、「
震
災　

Ａ
Ｎ
Ｄ　

水
産

業
」
と
検
索
す
る
場
合
に
、「
水
産
業
」

と
い
う
、
絞
り
込
み
の
観
点
の
入
力
の

み
で
検
索
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
に
お
い

て
、
当
館
が
納
本
制
度
等
で
収
集
し
て

き
た
、
一
定
の
編
集
方
針
に
基
づ
く
出

版
物
と
い
っ
た
「
ま
と
め
」
の
情
報
と
、

先
に
述
べ
た
画
像
、
映
像
と
い
っ
た
素

材
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
わ
せ
て
検
索

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
発
見

が
あ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

（
か
わ
い　

み
ほ
／
国
立
国
会
図
書
館
電

子
情
報
部
電
子
情
報
サ
ー
ビ
ス
課
次
世
代

シ
ス
テ
ム
開
発
研
究
室
）
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